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縄
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湾
付
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送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
仲
里
利
信
君
提
出
沖
縄
県
石
垣
島
吉
原
沖
の
川
平
湾
付
近
で
座
礁
し
た
外
国
漁
船
の
撤
去
等
に
関
す
る
質

問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
油
の
抜
き
取
り
」
に
つ
い
て
は
、
海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法

律
第
百
三
十
六
号
）
第
四
十
一
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
く
石
垣
海
上
保
安
部
長
か
ら
の
要
請
を
踏
ま
え
、
石
垣
市
が
自
治
事

務
と
し
て
行
っ
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
当
該
「
油
の
抜
き
取
り
」
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
四
十
一
条
の

三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
船
舶
所
有
者
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
漁
船
の
現
状
悪
化
を
防
ぐ
対
策
等
」
及
び
「
こ
の
よ
う
な
対
策
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な

く
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
無
責
任
な
船
舶
」
及
び
「
保
険
加
入
の
義
務
化
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

我
が
国
は
、
海
洋
法
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
（
平
成
八
年
条
約
第
六
号
）
に
基
づ
き
、
同
条
約
及
び
国
際
法
の
他
の
規
則

一



に
従
い
、
沿
岸
国
の
環
境
の
保
全
並
び
に
そ
の
汚
染
の
防
止
、
軽
減
及
び
規
制
等
の
事
項
に
つ
い
て
我
が
国
の
領
海
に
お
け

る
無
害
通
航
に
係
る
法
令
を
制
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
同
条
約
上
、
沿
岸
国
は
、
同
条
約
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
自
国
の
領
海
に
お
け
る
外
国
船
舶
の
無
害
通
航
を
妨
害
し
て
は
な
ら
ず
、
特
に
、
同
条
約
又
は
同
条

約
に
従
っ
て
制
定
さ
れ
る
法
令
の
適
用
に
当
た
り
、
外
国
船
舶
に
対
し
無
害
通
航
権
を
否
定
し
又
は
害
す
る
実
際
上
の
効
果

を
有
す
る
要
件
を
課
し
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
責
任
の
所
在
や
補
償
に
関
す
る
交
渉
等
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
く
、
ま
た
、
船

舶
の
「
座
礁
や
衝
突
事
故
」
が
発
生
し
た
場
合
の
賠
償
等
に
つ
い
て
包
括
的
に
定
め
る
国
際
約
束
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
実
際
に
こ
れ
ま
で
我
が
国
領
海
に
お
い
て
発
生
し
た
「
座
礁
や
衝
突
事
故
」
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
、
そ
の
被
害
者
が

船
舶
所
有
者
に
対
し
て
被
害
の
賠
償
を
請
求
し
、
さ
ら
に
、
当
該
船
舶
所
有
者
が
請
求
に
応
じ
な
い
場
合
、
被
害
者
が
裁
判

所
に
訴
え
を
提
起
し
、
裁
判
に
よ
り
、
責
任
を
負
う
者
、
賠
償
額
及
び
裁
判
に
要
す
る
費
用
の
負
担
者
が
確
定
さ
れ
た
事
例

が
多
い
と
承
知
し
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

二



お
尋
ね
の
場
合
に
お
い
て
「
支
払
い
を
求
め
る
裁
判
は
我
が
国
の
裁
判
所
で
行
う
こ
と
が
出
来
る
の
か
」
に
つ
い
て
は
、

個
別
具
体
的
な
事
情
に
よ
り
判
断
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
一
般
に
、
我
が
国

の
裁
判
所
は
、
法
人
に
対
す
る
訴
え
に
つ
い
て
、
そ
の
主
た
る
事
務
所
又
は
営
業
所
が
日
本
国
内
に
あ
る
と
き
等
の
ほ
か
、

当
該
訴
え
が
金
銭
の
支
払
を
請
求
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る
被
告
の
財
産
が
日
本
国
内
に

あ
る
と
き
（
そ
の
財
産
の
価
額
が
著
し
く
低
い
と
き
を
除
く
。
）
等
に
は
、
管
轄
権
を
有
す
る
。

ま
た
、
お
尋
ね
の
場
合
に
お
け
る
「
有
効
で
確
実
な
取
り
立
て
の
方
法
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は

な
い
が
、
一
般
に
、
被
告
に
金
銭
の
支
払
を
命
ず
る
判
決
が
確
定
し
た
と
き
等
に
は
、
民
事
執
行
法
（
昭
和
五
十
四
年
法
律

第
四
号
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
確
定
判
決
等
の
正
本
に
基
づ
く
強
制
執
行
の
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

六
及
び
七
に
つ
い
て

一
般
に
、
座
礁
し
た
船
舶
の
処
理
は
、
原
因
者
で
あ
る
船
舶
所
有
者
が
責
任
を
持
っ
て
行
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
の
処

理
費
用
に
つ
い
て
も
、
当
該
原
因
者
が
負
担
す
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
地
方
財
政
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
船
舶
所
有
者
が

適
切
に
処
理
し
な
い
状
況
で
や
む
を
得
ず
地
方
公
共
団
体
が
行
う
当
該
船
舶
の
処
理
に
関
し
て
、
政
府
は
、
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
等
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
支
援
す
る
制
度
を
整
備
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
制
度

三



に
よ
っ
て
も
な
お
発
生
す
る
地
方
公
共
団
体
の
負
担
に
関
し
て
、
特
別
交
付
税
措
置
を
講
じ
て
い
る
。

八
に
つ
い
て

船
舶
所
有
者
が
座
礁
し
た
船
舶
を
処
理
し
な
い
場
合
に
地
方
公
共
団
体
が
行
っ
た
当
該
船
舶
の
撤
去
に
関
す
る
先
例
に
つ

い
て
、
網
羅
的
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
例
え
ば
、
平
成
二
十
五
年
に
青
森
県
の
海
岸
保
全
区
域
（
海
岸
法

（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
一
号
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
海
岸
保
全
区
域
を
い
う
。
）
に
座
礁
し
、
放
置
さ

れ
た
船
舶
に
つ
い
て
は
、
当
該
海
岸
保
全
区
域
の
海
岸
管
理
者
（
同
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
海
岸
管
理
者
を
い
う
。
）

で
あ
る
青
森
県
が
撤
去
し
、
政
府
は
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
に
よ
り
そ
の
費
用
の
一
部
を
支
援
し
た
。

九
に
つ
い
て

御
指
摘
の
外
国
漁
船
が
座
礁
し
た
地
点
は
、
自
然
公
園
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
一
号
）
に
基
づ
き
指
定
さ
れ

た
西
表
石
垣
国
立
公
園
の
普
通
地
域
（
同
法
第
三
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
普
通
地
域
を
い
う
。
）
内
で
あ
り
、
文
化
財

保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
に
基
づ
き
指
定
さ
れ
た
名
勝
川
平
湾
及
び
於
茂
登
岳
の
区
域
の
範
囲
外
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
座
礁
し
た
地
点
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
一
義
的
に
、
座
礁
し
た
船
舶
の
撤
去
に
つ
い
て
は
船
舶
所

有
者
が
責
任
を
持
っ
て
行
う
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
政
府
と
し
て
は
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
つ
つ
、
当
該
漁
船

四



及
び
そ
の
周
辺
の
状
況
を
確
認
し
、
引
き
続
き
事
態
の
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
早
急
に
当
該
漁
船
の
撤
去
等
が
行
わ
れ

る
よ
う
、
当
該
漁
船
の
所
有
者
に
対
し
強
く
働
き
か
け
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

五


